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デジタル推進室を設置しました！最高情報統括責任者（CIO）補佐官に着任しました

▶問い合わせ先＝デジタル推進室　　　　９１８８56☎

　近年、デジタル技術の進展や新型コロナウイルス感染症の拡大によって、あらゆるサービスやも

のがデジタル化され活用される時代となってきております。

　時代が大きく変化している中、本町の行政手続きは、直接窓口に足を運び手続きをする必要が

あったり、制度上、保有している申請内容等の情報を部署間で共有できなかったりと、デジタル化に

対応できていない部分があります。

　これらの課題を踏まえ、デジタル技術を活用し、「町民サービスの利便性向上」、「行政の業務効率

化」を図ることを目的に「デジタル推進室」を設置しました。

　４月１日より、ＣＩＯ補佐官として着任しました。本

町におけるＤＸを円滑に推進するうえで、デジタル

分野に関する専門的な知見に基づいた指導や助言

を行います！

　本町では、２０２３年４月１日から『デジ

タル推進室』を設置し、ＤＸを本格的に進

めていくことになりました。

　デジタル技術の活用は、本町をこれまで

以上に豊かで暮らしやすい町に変えてくれ

るはずです。

　町民の皆様全員がその恩恵を受けられ

るよう、ＣＩＯ補佐官として、デジタル基盤

の整備、町民サービスの利便性向上、それ

に伴う行政の業務効率化などを進めてい

くことに全力で取り組んで参ります。

　現在、行政手続きのオンライン化などを検討中ですが、その中にはマイナンバーカードが

必要になるケースも想定されます。

　まだマイナンバーカードを申請されていない方は、ぜひお早めに申請して頂けますようお

願いします！

　常に『町民ファースト』を念頭に置いて様々な新しい取組みを進めていく予定です！

　町民の皆様、これからの本町の取組みにぜひご期待ください！

●上三川町ＤＸ推進委員会の設置

　　副町長を最高情報統括責任者（ＣＩＯ）

とし、本町における自治体ＤＸの円滑な推

進に必要な事項の協議や調整を行う委員

会を設置しました。

●上三川町ＤＸ推進計画の策定

　　「町民サービスの利便性向上」、「行政の

業務効率化」、デジタル化に対する「セキュ

リティの確保」を柱とし、取り組む要点をま

とめた推進計画を策定しました。

●業務量調査の実施

　　全部署において、何の業務にどのくらい

時間をかけ、パターン化できるかなどを調

査しました。

　住民に身近な行政を行う自治体がデジタル技術を活用し、住民の利便性や行政サービスを向

上させていくことです。

　自治体には、国が提示しているビジョン「デジタルの活用により、一人ひとりのニーズに合った

サービスを選ぶことができ、多様な幸せが実現できる社会～誰一人取り残さない、人に優しいデ

ジタル化～」を実現するための取組みが求められています。

●業務量調査に対するヒアリング

　　調査した内容を基に、申請を受け取れる

システムがあればデジタル化が可能か、業

務の自動化ができるかなどのヒアリングを

行います。

●窓口の改善検討

　　「行かせない」、「待たせない」「書かせな

い」窓口を目標に、窓口業務の見直しを検

討します。

※上記の他にも、自治体

　ＤＸに関する事柄に

　取組みます！

●設置までに取り組んだこと

●自治体ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）とは？

●今後取り組み予定

内田　直樹

　これまで２０年以上に渡りＩＴ関連企業におい

て、システムの提案や導入に従事し、 近年は一般

企業や自治体向けＤＸ案件の責任者として多くの

組織の業務改善に貢献

栃木県上三川町

千葉大学 教育学部 卒業

出身

学歴
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新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、施設の臨時休館または、イベントの中止や内容を変更することがありますのでご理解願います。
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新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、施設の臨時休館または、イベントの中止や内容を変更することがありますのでご理解願います。


